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６月１日（金）から６月７日（木）までの間、水道週間
「水道がうるおす日々の健やかさ」が実施された。
上下水道部水道事業では、南城市管工事会と民生・児

童委員の方々が連携し、市が給水管理を行っている佐
敷・知念・玉城地域の一人暮らし老人世帯や障害者世帯
及び公園等の公共施設の水回り点検行動を実施した。
管工事会は、各地域の民生委員の案内のもと、点検依

頼のあった家庭を訪問し、台所やお風呂・トイレ等の水
漏れ確認を行うとともにお年寄りとゆんたくをする中
で、一人暮らしで頑張っておられるお年寄りの方々への
気遣いの大切さも気づかされた。

このたび愛地区で、財団法人自治総合センター
が宝くじの普及広報を行う事業の一環で地域の健
全な発展を図ることを目的とする平成19年度自治
宝くじ助成を受けて、備品の収納庫や音響機器等
が整備された。
整備した備品等は、区の今後の各種行事等で大

いに活用され、地域コミュニティの更なる活性化
が期待される。

５月22日（火）平成19年度南城市学力向上対策
推進協議会の総会が開かれ、平成18年度決算報告、
事業報告、平成19年度予算、事業計画、役員の承
認が行われた。
学力向上対策推進協議会では、学力向上対策推

進目標として、知（確かな学力）・徳（豊かな人
間性）・体（健康と体力）の調和のとれた南城市
ジンブナーの育成を目指すとし、引き続き基礎学
力向上推進地域の県指定を受け、基礎・基本の定
着を図るとしている。
総会終了後、海邦医院小児科副部長、冨名腰義

裕氏を講師に招き、「子どもとメディア」をテー
マに講演会を開いた。

５月23日（水）第１回南城市老人クラブ連合
会・囲碁大会が開催され、上級の部（二段～五段）
宮城柳吉さん（佐敷地区）、中級の部（２級～初段）
伊禮清助さん（佐敷地区）がそれぞれ優勝した。
大会には市内各地から25名の囲碁愛好者が参加

し、日頃の練習の成果を競い合い、交流を深めた。
結果は以下のとおり。
上級の部 優　勝：宮城柳吉（佐敷地区）

準優勝：新垣正吉（大里地区）
３　位：島袋朝秀（知念地区）

中級の部　優　勝：伊禮清助（佐敷地区）
準優勝：當眞正眞（佐敷地区）
３　位：高木英敏（佐敷地区）
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６月１日（金）市が推進する体験滞在型観光の
拠点となる南城市体験滞在型交流施設、落成式が
行われた。
落成式には、国、県、地元関係者が参加し体験

滞在型観光の新たな出発を祝った。
古謝市長は「拠点施設の完成により、さまざま

な体験プログラムを実施し、市民、事業者、行政
の連携のもと「体験」「滞在」「交流」をキーワー
ドに、南城市でしか味わうことのできない観光の
活性化に本格的に取り組んでいきます」と式辞を
述べた。

６月10日（日）緑の募金事業から助成を受けた
女性連合会は、助成金をすべて苗代として加盟30
字に、市花ハイビスカスと市花木クチナシの苗木、
各５本ずつと花の苗60本ずつを配布した。
市花・市花木のピーアールと７月３日（火）に

行われる美化コンクールへ向けて植栽され、ユリ
の球根の配布も予定されている。
配布されたクチナシは八重の花びらで、植え付

けた親慶原女性会のメンバーは「咲くのが楽しみ。
南城市を花でいっぱいにしたい」と話した。

沖縄戦終戦の季節を迎え、南城市内でも各地で
慰霊祭が行われた。
６月20日（水）平成19年度大里戦没者慰霊祭が

島添之塔で行われた。最初に参列者全員で戦没者
の御霊に哀悼の誠を捧げ黙祷し、弔辞及び焼香が
行われた。
大城秀盛大里遺族会会長は、「戦後60年余りが過

ぎたが、当時のことは忘れることはできない。平
和を誓いそれぞれの分野で努力していく」と弔辞
を述べた。
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（目的、概要）
南城市の豊かな自然、地域芸能を土台として、薫り高い文化芸

術によるまちづくりを推進し、市民アイデンティティの醸成と、
新市南城市のイメージアップを図る。

（具体的な成果目標）
・文化芸術活動への市民参加数延べ17,950人
・シュガーホールの稼働率 80%台
・シュガーホールの利用者数 5万人台

（プロジェクトの期間）
平成18年度～平成22年度

（具体の事業・施策）

（目的、概要）
将来の南城市の住宅地、商業地、工業地、農業地及び森林などの土地利用の方向性を定めるとともに、

それを実現するための都市計画などの方策を明らかにし、南城市が有する優れた歴史文化資源と豊かな
自然の保全と再生を図るとともに、自然や歴史文化と調和した安全で潤いのある生活空間の創造を図る。
これにより、質の高い暮らしが創造できる個性的で魅力的な一体性のある地域の形成を目指す。また、
区域内外の産業集積、研究開発集積との交流・連携を推進し、新規、成長産業の創出や既存産業の高度
化を進める等、産業振興を図る。

（具体的な成果目標）
・総合的な土地利用基本方針の策定
・農業振興地域整備計画の策定
・都市計画マスタープランの策定
・国土利用計画の策定
・厚生年金休暇センター跡地利活用計画書の策定
・市人口 41,000人

（プロジェクトの期間）
平成18年度～平成22年度

（具体の事業・施策）

担当部署　総務企画部まちづくり推進課　TEL：098-948-7110 FAX：098-852-6004
（玉城庁舎） E-mail：machi@city.nanjo.okinawa.jp
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平成19年度から総務省の施策で、地方が独自のプロジェクトを自ら考え、前向きに取り組む地方
公共団体に対し、地方交付税等の支援措置を講じる「頑張る地方応援プログラム」が実施されてい
ます。それに伴い南城市では次のとおり４つのプロジェクトを策定しましたので、公表します。

「頑張る地方応援プログラム」の詳細は総務省ホームページ（http://www.soumu.go.jp/ganbaru/index.html）

（目的、概要）
都市近郊に位置する南城市は、美しい海浜や貴重な緑地など自然環境に恵まれ、世界遺産の斎場御嶽や神の
島・久高島をはじめ、琉球王国発祥に関わる多様な史跡・文化財、伝統芸能など豊かな精神文化と歴史遺産を
擁している。これらの特色ある資源を活かし「癒しと健康長寿」を基調とし
た南城市ならではの観光振興と地域づくりを行う。
地域住民が心身ともに健康で心安らぐ生活環境の充実を推進するとともに、

癒しと健康長寿の地域イメージを発信し、人材育成やシステムづくりを行い、
観光や健康関連産業、特産品づくりなどの産業振興を図る。

（具体的な成果目標）
・観光振興計画の策定
・年間観光客数（斎場御嶽内）10万人
・体験プログラム年間参加者　1,500名
・医療費の軽減　60,000千円

（プロジェクトの期間）
平成18年度～平成22年度

（具体の事業・施策）

（目的、概要）
将来有望な子供たちが文化、語学力等の習得並び交流を通じて

社会の発展に寄与する国際感覚豊かな人材になるよう育成すると
ともに地域住民の国際交流思想の高揚ならび友好親善を図る。

（具体的な成果目標）
・海外移住者子弟研修生の受入数　延べ５名
・中・高校生の留学者数　延べ80名
・「英語への興味・関心」「コミュニケーションを持つ楽しさ、
積極性」「聞く、話す能力」「表現力」の向上

（プロジェクトの期間）
平成18年度～平成22年度

（具体の事業・施策）
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